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学校における幼児児童生徒の安全確保及び安
全管理の徹底について

千葉県立安房特別支援学校長 鈴木 正彦

千葉県立安房特別支援学校 防災安全部

１学期が終了し、明日から夏休みです

明日から夏休みが始まります。４０日という長い夏休み、本格的な真夏の到来です。何

よりも健康で毎日を過ごせることを願っています。規則正しい生活で、生活リズムを保っ

て行くことは、何よりも大事にしていきたいですね。また、普段できない体験や経験を家

族の人たちと一緒に、たくさん積んで有意義な生活を送ってほしいと思います。２学期も

一生懸命頑張子ども達を応援していきたいと思います。それぞれに楽しい夏休みを過ごし

てみましょう。生徒達の輝く瞳や日焼けした元気な身体から、たくさんの楽しい話を聞か

せてもらうのを楽しみにしています。

さて、今回（５月２日）の事故では、怪我の状況が現場から各方面へ正しく伝わらず、

重傷を負わせてしまう結果に至ってしまい、本人、保護者には大変つらい思いをさせるこ

とになってしまいました。

安全教育の推進及び快適な学校生活の維持は教職員のやる気、情熱、愛情の３点と言っ

ても過言ではありません。ここで、もう一度、教職員全員で預かっている子どもたちを安

心して学校に任せられるためにはどうしたらよいのかを考えてみました。

学校は、子どもたちの学習と生活のための場であり、豊かな人間性をはぐくむのにふさ

わしい教育環境と、十分な安全性、防災性、防犯性を備えた安心感のある施設環境を備え

ていることが重要とされてます。残念なことに、全国における学校施設内における子ども

たちの事故は後を絶ちません。今回、校内の活動に伴う子どもたちの事故を防止するため

にはどうすれば良いのか、起きた場合にはどのように対応すれば、怪我を最小限に食い止

められるかについて安房特別支援学校では、本校、鴨川分教室、館山聾分教室の安全防災

部教員、生徒指導部教員、保健部教員、養護教諭によって構成された専門の部会を設け、

関係する各分野の先生達が真剣な議論を行ってきました。本会議では、本校で起きた負傷

事故を教訓としつつ、事故防止に向けた関係者それぞれが果たすべき役割、事故種別ごと

の事故防止の基本的な考え方、建物の部位ごとの具体的な留意事項を示し、ハード面の取

り組みを確認してみました。それと相まって、ソフト面である、事故発生から医療機関受

診までの関係職員の行動と子どもたちに対する職員の対処行動が迅速にできるように、事

故対応の緊急対応訓練を実施することとしました。実際の動きを通して、緊急時に的確な

判断と措置が確実にできるように、職員全体で訓練を６月から本校（生活部・小学部・中

学部・高等部）・鴨川分教室（小学部・中学部）・館山聾分教室（幼稚部）それぞれの部で

子どもたちの実態に応じて放課後教職員が実施しました。



ねらいは？

以下に示す２点を日常危機意識できるようにな

る。

１１１１事前対応事前対応事前対応事前対応としてとしてとしてとして

あらゆる危機の発生を事前に想定し、危機の発生を未然に

防止するための予防的対策

（教職員が日常の教育活動時には常に予見察知の気持ちでいることとする。そのことにより、怪我、

事故を最小限に防ぐ。）

２２２２発生時対応発生時対応発生時対応発生時対応としてとしてとしてとして

危機発生直後に危機の被害被害被害被害をををを最小限最小限最小限最小限にににに食食食食いいいい止止止止めめめめ、迅速に危機を解決し、危機以前の安全な状態を早期早期早期早期にににに回復回復回復回復

するためにするためにするためにするために講講講講ずるずるずるずる緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対策対策対策対策（教職員が迅速かつ的確な初動対応がとれるよう

になる。情報の共有と役割分担の明確化を図れるようになる。指揮系統

の明確化が図れるようになる。情報集約・情報管理の徹底を図る。保護

者への迅速かつ密接な連絡・連携が出来るようになる。そのことにより、

怪我をしている幼児児童生徒の早期救急処置がとれるようになり、怪我、

事故を最小限に防ぐ。）

今後今後今後今後についてについてについてについて

7 月 13 日に危機管理の改善点について緊急対応対策専門部の会議をひらき
ました。事故発生時の措置について（通報・連絡・記録）様々な改善点が意

見として出され、緊急体制のマニュアルにも付け加える項目を入れ、具体的

な内容になってきました。2 学期以降も本会議をひき続き開催し、本校、鴨
川分教室、館山聾分教室各学部の子どもたちの安全を日々守ることを念頭に、9
月からも緊急対応訓練を各学部とも続け、教職員教職員教職員教職員のののの研修強化研修強化研修強化研修強化（事故から考え

られる怪我の見立て・異常の早期発見の方法）に務めていきたいと考えてい

ます。

取り組んだ内容をお知らせします


